
１

「
暖
家
の
会
」
の
発
足
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
建
設
の
陳
情
活
動

開
催
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
、
入
浴
の
手
伝
い
、
話
相
手

サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
ケ
ア
な
ど
の
活
動
を
お
こ
な
っ
て

い
る
う
ち
に
「
元
気
な
方
が
一
方
的
に
ケ
ア
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ケ
ア
さ
れ
て
い
る
、
学
ば

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
旅
行
の
際
、
地
域
の
人
々
が
資
金
を
集
め
、

地
元
の
建
築
家
が
設
計
し
、
医
師
を
公
募
し
た
と
い

う
十
二
床
の
こ
じ
ん
ま
り
し
た
ホ
ス
ピ
ス
を
訪
ね
、

今
後
の
活
動
の
示
唆
を
受
け
る
。

　
町
田
市
成
瀬
台
は
、
昭
和
四
十
年
代
、
区
画
整
理

事
業
と
し
て
大
規
模
開
発
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
開

発
に
よ
り
住
民
が
住
み
始
め
て
か
ら
二
十
数
年
の
月

日
が
た
ち
、
町
に
は
高
齢
化
の
波
が
確
実
に
お
と
ず

れ
て
い
る
。

　
西
嶋
氏
は
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
、
こ
こ
の
大
手

分
譲
地
の
一
角
に
「
西
嶋
医
院
」
を
開
業
し
た
内
科

医
で
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て
多
く
の
患

者
、
家
族
の
家
庭
を
訪
問
し
家
族
だ
け
で
は
支
え
切

れ
な
い
高
齢
者
介
護
の
現
実
に
ふ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

自
分
の
父
親
の
介
護
の
経
験
か
ら
も
「
必
要
な
と
き

必
要
な
期
間
利
用
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
、
…
ま
た
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
血
縁
を
越
え
て

多
く
の
人
が
か
か
わ
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

に
医
療
が
組
み
込
ま
れ
る
と
き
、
や
っ
と
医
師
と
し

て
の
責
任
が
果
た
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
」
。

　
往
診
先
の
介
護
者
か
ら
、
町
田
の
お
年
寄
り
の
状

況
を
話
し
て
欲
し
い
と
の
依
頼
が
あ
り
、
小
さ
な
集

会
が
も
た
れ
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
平
成

元
年
、
西
嶋
医
師
の
患
者
を
中
心
と
し
た
十
数
名
の

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
暖
家
の
会
」
が
発

足
し
た
。
「
高
齢
化
社
会
の
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー
」
の

市
に
高
齢
化
社
会
を
共
に
生
き
る
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
陳
情

　
平
成
四
年
、
「
暖
家
の
会
」
と
地
域
の
住
民
は
、

約
四
千
五
百
名
の
署
名
を
集
め
、
「
成
瀬
台
に
、
高

齢
化
社
会
を
共
に
生
き
る
た
め
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
求
め
る
陳
情
」
を
町
田
市
長
に

提
出
。

　
　
「
痴
ほ
う
を
含
め
た
老
化
や
病
気
の
問
題
を
考
え

る
時
、
中
学
校
区
に
一
つ
は
様
々
な
機
能
（
相
談
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
入
浴
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
、
緊
急

通
報
、
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム
の
派
遣
）
を
備
え
た
セ
ン

タ
ー
が
必
要
で
あ
る
こ
と
」
「
そ
れ
は
、
地
域
の
中

心
と
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
老
若
男
女
、

健
康
な
人
も
、
病
気
や
障
害
の
あ
る
人
も
、
す
べ
て

の
地
域
住
民
が
集
ま
り
、
自
分
の
関
わ
れ
る
仕
事
や

遊
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
見
つ
け
交
流
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
」
が
必
要

と
訴
え
、
「
こ
の
土
地
（
成
瀬
台
三
丁
目
の
市
有
地
）

に
、
高
齢
者
施
設
の
突
破
口
と
な
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
、
住
民
参
加
型
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
を
要
望

し
た
。

３

市
役
所
に
「
成
瀬
台
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
建
設
の
基
本
構
想
を
考
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
が
発
足

　
陳
情
が
採
択
さ
れ
、
町
田
市
に
「
成
瀬
台
高
齢
者

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
の
基
本
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
」
が
発
足
。
委
員
長
に
日
本
老
人
福
祉
財

団
老
年
学
研
究
室
長
の
木
下
康
仁
氏
（
後
「
住
民
の

会
」
会
長
）
以
下
、
西
嶋
医
師
、
成
瀬
台
自
治
会
関

係
者
、
民
生
委
員
、
暖
家
の
会
、
東
京
都
職
員
、
町

田
市
職
員
等
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
基
本
構
想
が
検

討
さ
れ
、
平
成
五
年
三
月
に
「
住
民
参
加
・
多
世
代

交
流
型
地
域
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
構
想

が
策
定
さ
れ
た
。

　
委
員
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

「
在
宅
で
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
自
宅
で

生
活
を
続
け
た
い
」
に
約
半
数
の
住
民
が
回
答
す
る

な
ど
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
の
高
さ
を
伺
わ
せ
た
。
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ま
た
、
住
民
参
加
の
具
体
的
形
態
と
し
て
、
「
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
し
て
の
参
加
」
「
近
隣
に
居
住

す
る
一
般
の
高
齢
者
も
利
用
者
と
し
て
参
加
」
「
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
者
と
し
て
の
参
加
」
の
三
つ
が
位
置
付

け
ら
れ
、
住
民
参
加
の
多
様
な
形
態
と
、
そ
れ
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
専
従
の
職
員
の
必
要
性
も
う
た
わ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施
設
と
し
て
の
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
項
で
は
、
「
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
が
心
身
状
態
、
年
齢
等
に
お
い
て
限
定

さ
れ
た
特
定
の
人
々
だ
け
の
施
設
に
な
る
な
ら
ば
、

閉
鎖
性
の
強
い
空
間
と
し
て
宙
に
浮
い
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
」
と
し
て
「
近
隣
に
住
む
人
々
が
日
常
的

に
出
入
り
し
た
く
な
る
よ
う
な
場
所
と
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
住
民
の
生
き
生
き
と
し
た
人
間
関
係
を
創

出
し
、
ひ
い
て
は
彼
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
を
高

め
て
い
く
た
め
に
こ
そ
、
こ
の
種
の
セ
ン
タ
ー
は
積

極
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て

い
る
。町

田
市
の
高
齢
化
社
会
対
策

　
町
田
市
で
は
、
こ
れ
に
先
駆
け
、
平
成
二
年
か
ら
、

町
田
市
高
齢
社
会
対
策
検
討
委
員
会
を
発
足
。
平
成

五
年
「
町
田
市
高
齢
社
会
総
合
計
画
（
町
田
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
）
」
を
策
定
し
て
い
る
。

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
市
内
十
ヵ
所
に
計
画

さ
れ
て
お
り
、
基
本
構
想
で
は
、
次
の
よ
う
に
地
域

の
特
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
的
な
役
割
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
所
定
の
サ
ー
ビ

ス
機
能
を
同
じ
よ
う
に
提
供
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な

く
、
設
置
さ
れ
る
周
辺
地
域
の
諸
特
性
を
加
味
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
地
域
に
根
付
い
た
も
の
に
な

る
べ
き
で
あ
る
。
…
近
隣
住
民
が
援
助
提
供
者
と
し

て
日
常
的
に
参
加
で
き
る
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準

備
し
、
全
体
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
的
役

割
を
果
た
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
」

　
　
「
ま
た
、
成
瀬
台
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
に
関
し
て
は
、
こ
う
し
た
目
標
に
向
け
て
市
民

が
主
体
的
な
役
割
を
果
た
し
て
来
て
い
る
」
と
積
極

的
に
位
置
付
け
て
い
る
。

「
セ
ン
タ
ー
建
設
住
民
の
会
」
の
発
足

　
平
成
五
年
四
月
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
の
基
本

構
想
が
策
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
住
民
へ
の
説
明
会

を
開
い
た
と
こ
ろ
五
十
四
名
の
参
加
が
あ
り
、
そ
こ

で
、
セ
ン
タ
ー
建
設
へ
向
け
て
の
住
民
組
織
の
事
務

局
メ
ン
バ
ー
が
募
集
さ
れ
た
。
十
二
名
の
住
民
が
応

募
し
、
「
住
民
の
会
」
の
準
備
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

皆
、
地
域
の
自
治
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
経
験
者

で
あ
っ
た
。
以
後
、
活
動
は
個
人
参
加
と
な
り
、
グ

ル
ー
プ
参
加
は
な
し
と
す
る
。

　
同
年
十
一
月
、
五
つ
の
専
門
委
員
会
（
法
人
設
立

準
備
、
建
設
、
広
報
、
資
金
、
研
修
（
介
護
ヘ
ル
パ
ー

の
養
成
等
）
）
を
作
り
、
各
委
員
を
募
り
、
委
員
総

数
は
八
十
名
に
達
し
、
年
間
七
十
回
以
上
の
会
合
を

開
き
、
セ
ン
タ
ー
建
設
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
こ
の
時
、
施
設
名
称
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
」
、

法
人
名
称
「
創
和
会
」
も
決
定
さ
れ
る
。
会
員
数
一

千
五
百
人
と
な
る
。

６

社
会
福
祉
法
人
「
創
和
会
」
の
設
立
許

可
と
各
機
関
の
様
々
な
援
助

特
集
・
市
民
参
加
の
実
践
①
市
民
参
加
実
践
事
例
集

　
セ
ン
タ
ー
建
設
・
運
営
の
資
金
の
大
部
分
は
国
、

都
、
市
の
補
助
金
と
、
東
京
都
社
会
福
祉
振
興
財
団
、

社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
の
借
入
金
に
よ
っ
て
賄
う

こ
と
に
な
り
、
そ
の
交
付
手
続
き
や
資
金
受
け
入
れ

に
は
公
的
な
資
格
が
必
要
と
な
る
。
法
人
設
立
準
備

委
員
会
は
、
必
要
な
資
金
の
受
け
皿
と
し
て
、
社
会

福
祉
法
人
の
設
立
の
た
め
様
々
な
行
政
機
関
と
の
折

衝
と
行
政
手
続
き
を
行
う
。

　
途
中
、
市
議
会
の
定
例
会
の
予
算
審
議
で
難
航
し
、

法
人
設
立
認
可
申
請
書
の
提
出
が
遅
れ
る
が
、
新
任

理
事
を
加
え
、
平
成
七
年
二
月
、
東
京
都
知
事
よ
り

「
社
会
福
祉
法
人
創
和
会
」
の
設
立
許
可
を
受
け
る
。

法
人
の
基
本
財
産
は
百
五
十
万
円
（
住
民
の
会
の
寄

付
）
、
「
社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
」
か
ら
の
三
億
円

余
の
融
資
は
市
が
保
証
、
借
入
金
の
金
利
は
免
除
、

土
地
は
、
市
有
地
約
二
千
百
平
方
メ
ー
ト
ル
は
無
償

貸
与
と
な
り
、
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
し
て
の
老

人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
」

の
運
営
と
介
護
支
援
等
を
、
町
田
市
の
委
託
事
業
と

し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
人

口
は
、
三
万
八
千
人
、
一
万
三
千
世
帯
で
あ
る
。

７

住
民
、
専
門
家
を
交
え
た
設
計
図
面
の

度
重
な
る
検
討

　
「
住
民
の
会
」
は
、
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
以
前

に
、
補
助
金
申
請
の
た
め
の
図
面
づ
く
り
、
住
民
の

思
い
を
建
築
に
結
び
つ
け
な
が
ら
設
計
の
方
向
を
検

討
し
て
い
く
た
め
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

建
築
家
の
グ
ル
ー
プ
の
有
志
に
呼
び
か
け
、
相
談
に

乗
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
は
、
市
に
よ
っ
て
設
計
者

が
決
ま
っ
た
段
階
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足

37●
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し
、
住
民
と
様
々
な
専
門
家
の
度
重
な
る
打
ち
合
わ

せ
に
よ
っ
て
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
セ
ン
タ
ー

の
建
設
主
体
は
、
実
施
設
計
以
後
は
「
住
民
の
会
」

と
な
り
、
「
建
設
準
備
委
員
会
」
に
は
、
高
齢
者
の

施
設
造
り
の
経
験
を
も
つ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
看
護

婦
、
身
体
障
害
の
立
場
か
ら
協
力
し
た
い
と
い
う
住

民
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
人
等
様
々
な
人
々
が
集
ま
っ
た
。

　
月
に
一
～
三
回
の
会
合
を
も
ち
、
何
度
も
設
計
図

は
書
き
直
さ
れ
た
。
議
論
は
、
た
だ
、
サ
ー
ビ
ス
の

機
能
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
で
時

間
を
過
ご
す
立
場
で
考
え
ら
れ
て
い
っ
た
た
め
、
最

初
か
ら
、
組
立
て
直
す
辛
抱
強
い
作
業
が
必
要
と
さ

れ
た
。

　
こ
の
間
、
三
回
住
民
集
会
が
開
か
れ
た
。
最
初
は
、

基
本
設
計
に
と
り
か
か
る
前
に
、
住
民
の
セ
ン
タ
ー

に
よ
せ
る
思
い
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、
二
回

目
は
、
基
本
設
計
の
で
き
あ
が
っ
た
段
階
で
、
三
回

目
は
、
着
工
の
前
に
模
型
を
公
開
し
、
現
地
で
建
物

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
集
い
を
開
催
し
た
。

８

ケ
ア
の
自
給
自
足
を
目
指
し
、
六
十
人

の
地
元
三
級
ヘ
ル
パ
ー
も
誕
生

　
専
門
部
会
の
ひ
と
つ
、
「
研
修
委
員
会
」
は
、
セ

ン
タ
ー
が
開
所
し
た
時
、
す
ぐ
に
で
も
活
動
で
き
る

人
材
を
自
分
た
ち
の
中
で
育
て
よ
う
、
と
い
う
発
想

か
ら
生
ま
れ
た
。
見
学
会
や
研
究
討
論
会
、
講
演
会
、

介
護
教
室
、
給
食
実
習
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講

座
の
開
催
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
を
展
開
、
六
十
人

の
地
元
の
三
級
ヘ
ル
パ
ー
が
誕
生
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
セ
ン
タ
ー
で
研
修
を
積
む
中
で
、
二
級
、
一
級

取
得
者
を
増
や
し
、
最
終
的
に
は
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
オ
ー
プ
ン

　
こ
う
し
た
、
万
全
の
準
備
を
整
え
つ
つ
、
平
成
七

年
一
月
、
建
設
工
事
に
着
工
。
平
成
八
年
四
月
一
日

開
所
と
な
っ
た
。
所
長
は
西
嶋
医
師
、
そ
の
他
の
職

員
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー

建
設
住
民
の
会
は
、
「
セ
ン
タ
ー
支
援
住
民
の
会
」

と
名
称
を
改
め
、
運
営
を
支
援
す
る
組
織
と
し
て
新

た
な
出
発
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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シ
ョ
ン
を
目
指
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

９

◎平面計画

　一階の食堂、地域交流スペースには喫茶コーナーを設け、外部から自由に出入りのできる空間とし、二階に入

浴部門、ショートステイ部門を配置。ショートステイの部分は落ち着いたホテルのような内装とし、食事はこの

部門とは別に設けられたダイニングルームでも、一階でもとれるようになっている。

　敷地の東半分は東京電力の高圧線が通っていて建物をつくれないので、この部分を地下まで掘り下げ、地階部

分も大きく外部に接する快適な屋外空間をつくり出している。
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